
歴史・文化セミナーのご案内 
近畿文化会企画・歴史街道倶楽部協力 

0120-106-718 近鉄文化サロン 

阿倍野まで 

掲載講座 
専用 

フリーダイヤル 
※携帯・ＰＨＳ等、一部の電話からはご利用いただけません。 

［その他のお問合せ・お申込みは］ 電 話（06）6625-1771 

     
7/6      
（土） 

三好長慶の実像とその城郭の謎を解く 

【 講  師 】 

  
【 時  間 】 

  

【受講料】 

大阪大谷大学 文学部 
教授  狭川 真一 
   

15：30〜17：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

. 
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（土） 

日本のホテルの建築史 

※各講座とも、当日の教室での受付は講座開始の３０分前からです。※価格は、消費税を含んだ金額を表示しています。また、割引の併用はできません。 

２０２４年５月～７月 

文化会会員様のお申込み・お問合せは  

（06）6775-3686  TEL 近畿文化会事務局 

文化会会員様のお申込み・お問合せは  

（06）6775-3686 

お寄せいただいた個人情報は、申込者へ

の連絡、発送、集計のみに使用し、それ

以外の利用はいたしません。 

（０６）６６２５－１７７１ 

〒545-0052  大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階 
〔受付時間〕10：00～19：00 
（日曜日10：00～16：00 但し、3月までは17：00まで） 
 
※休業日：3/29(金)～3/31(日)、4/29（月・祝）～5/5（日・祝）は、 
 受付業務を休ませていただきます。 

 [受講のお申込みは] 

 ●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ 

   ください。 

 ●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。 

   ※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができ、1回につき 

    会員価格からさらに500円割引でご受講いただけます。 

 ●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。 

   ※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこと    

    もございます。  

※５月のみ講座時間が他の月と異なります。 ご注意ください。（１５：３０～１７：００） 

WEBでご予約から入金までできるようになりました 
お問合せ・お申込みは 近鉄文化サロン阿倍野 
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【講  師】 

  
【時  間】 

  

【受講料】 

天理大学 人文学部 
教授  天野 忠幸 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

近畿文化会会員様・歴史街道倶楽部会員様は、 
会員カードご提示で会員価格にて承ります。 

【 講  師 】 

  
【 時  間 】 

  

【受講料】 

神戸情報大学院大学 
客員教授  川島 智生 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,200円、一般2,750円 

※お申込みの受付は、４月１日（月）から開始します。 WEBからのお申込みがお得です。 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞5月6日 (月・祝) までのご入金 

 ・・・300円割引 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞5月27日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞7月1日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

行基の墓と供養堂 ※講座時間にご注意ください 

 奈良時代の高僧行基の墓は生駒山東麓にあり、考古学的な調査
は実施されていませんが、墓誌の一部も残され、その全文も記録
から判明しています。2021年、奈良市の菅原遺跡で平面が円形と
みられる建物遺構が発見されました。その遺跡は行基の長岡院と
推定される所で、円形建物は行基の供養堂ではないかとして報告
されました。今回は菅原遺跡の遺構を紹介しつつ、行基の墓につ
いて考えながら、その供養堂との関係について検討します。 

 現在では日本でもホテルに宿泊することが多くなっています
が、1970年までは旅館が圧倒的に多く、この頃に宿泊のありよ
うが逆転します。彌阿弥ホテル、菊水楼ホテル、五二会ホテル、
奈良ホテル、都ホテル、オリエンタルホテル、トーアホテル、
大阪ホテル、宝塚ホテル、六甲山ホテル、甲子園ホテル、新大
阪ホテル、上六ホテル、志摩観光ホテル、都ホテル大阪などの
名作建築を事例として読み解き、旅館からホテルへの変容を建
築史学の観点から解明します。 

 三好長慶は近年「戦国最初の天下人」と注目を集める戦国武将
です。当時の「天下」は五畿内のことを指す場合が多く、現在の
首都圏のニュアンスを含みます。戦国時代で初めて足利将軍家を
擁立せず首都を支配した長慶は、織田信長や豊臣秀吉が飛躍する、
大きな時代の流れを生み出しました。そうした長慶が居城とした
のは、越水城（西宮市）・芥川城（高槻市）・飯盛城（大東市、
四條畷市）です。それぞれの城郭の選地や周辺地域との関係から、
長慶の意図や政策を読み解いていきます。 


